
第
三
三
四
回
（
五
〇
九
回
） 

<

読
書
会>

例
会
資
料 

テ
ク
ス
ト 

『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
伝
』
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ト
レ
著 

村
上
光
彦
訳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
〇
一
六
年
一
月
三
十
日
（
土
）
午
後
二
時
―
四
時 

作
成 

清
原
章
夫 

 
 
 

今
月
の
音
楽 

 

 

一
．
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
（
墺
・
一
七
五
六
～
一
七
九
一
年
） 

ア
ダ
ー
ジ
ョ 

ロ
短
調 

K
．
五
四
〇 

（
一
）
曲
目
解
説 

一
七
八
八
年
に
作
曲
さ
れ
た
、
珍
し
い
ロ
短
調
の
小
品
で
、
誰
の
た
め
に
書
か
れ
た
の
か
、
わ

か
っ
て
い
な
い
。 

音
楽
学
者
の
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
こ
の
曲
に
つ
い
て
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
か
つ
て
作

曲
し
た
も
の
の
う
ち
で
最
も
完
璧
で
、
感
覚
的
で
、
最
も
慰
め
の
な
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。 

長
調
の
終
結

部
は
、
こ
の
曲
が
或
る
ホ
短
調
ソ
ナ
タ
の
た
め
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。 

し
か
し
こ
の
よ
う
な
作

品
が
、
困
難
で
あ
る
と
同
時
に
幸
福
だ
っ
た
時
期
に
、
別
に
《
目
的
》
も
な
く
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ペ
ン
先

か
ら
流
れ
出
し
え
た
の
だ
と
、
単
純
に
言
っ
て
し
ま
っ
た
ら
い
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？
」
と
述
べ
て
い
る
。

（『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
そ
の
人
間
と
作
品
』
」 

浅
井
真
男
訳
、
白
水
社  

三
三
四
頁
） 

 
 
 
 
 

ま
た
、『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
伝
』
で
は
、
一
九
三
九
年
十
月
、
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
に
立
て
こ
も
っ
た
、
ロ
ラ

ン
の
様
子
が
以
下
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。「
彼
に
は
、
時
間
は
長
く
、
孤
立
は
つ
ら
く
思
え
た
。
晩

に
は
し
ば
ら
く
ピ
ア
ノ
を
弾
い
た
。
た
だ
し
、
疲
れ
て
き
て
、
激
し
く
て
急
速
な
楽
章
の
演
奏
に
必
要
な
力

は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
穏
や
か
な
、
そ
れ
と
も
深
み
の
あ
る
楽
章
、
た
と
え
ば
『
作
品
一
〇
六
』
の
ア

ダ
ー
ジ
ョ
と
か
、
オ
リ
ヴ
ィ
エ
が
ジ
ャ
ン
‐
ク
リ
ス
ト
フ
に
弾
い
て
聞
か
せ
た
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
憂
鬱
な

ア
ダ
ー
ジ
ョ
の
よ
う
に
安
ら
か
な
楽
章
を
弾
く
だ
け
に
し
た
。
」（『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
伝
』
三
八
八
頁
） 

 
 
 
 

こ
こ
に
あ
る
、
オ
リ
ヴ
ィ
エ
が
ジ
ャ
ン
‐
ク
リ
ス
ト
フ
に
こ
の
曲
を
弾
い
て
聞
か
せ
た
場
面
を
次
の
頁
に

記
載
し
た
。 

 
 
 
 

実
際
に
、
曲
を
聴
い
て
み
る
と
、
オ
リ
ヴ
ィ
エ
の
全
体
像
が
文
章
を
通
し
て
よ
り
、
直
感
的
に
一
瞬
で
把 

握
で
き
る
か
ら
不
思
議
で
あ
る
。 

 
 
 
 

（
二
）
演
奏 

マ
イ
セ
ル
・
メ
イ
エ
ル
：
ピ
ア
ノ
（
録
音
：
一
九
四
九
年 

演
奏
時
間
：
約
八
分
） 
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